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（例）

次の関係式を満たす数列 na を考える。

21 a …①、 121  nn aa …② （ ,3,2,1n ）

方程式

12  xx
を解くと

1 x
1x

この解はもとの方程式を満たすので

1121  …③

②－③より

 1211  nn aa
ここで、

1 nn ab （ ,3,2,1n ）

により、数列 nb を定めると

11 b 、 nn bb 21 

よって、数列 nb は初項 1、公比 2 の等比数列である。 nb の一般項は

11 221   nn
nb

であるから、 na の一般項は

121 1  n
nn ba

である。
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一般に、 p 、 q を定数とし、 1p 、 0q のとき、漸化式

qpaa nn 1 …① （ ,3,2,1n ）

を満たす数列 na について、方程式

qpxx 

の解を c とすれば

qpcc  …②

が成り立つ。①②より

 capca nn 1

であるから、数列 can  は公比 p の等比数列であり

 capca n
n  

1
1

  ccapa n
n  

1
1

が成り立つ。この na の一般項は公比 p の等比数列と定数 c の和である。

（例）

次の関係式を満たす数列 na の一般項を求めよう。

01 a 、 1
2
1

1  nn aa （ ,3,2,1n ）

与えられた漸化式を変形して

 2
2
121  nn aa

さらに

221 a

であるから、数列 2na は初項2 、公比
2
1
の等比数列である。よって

1

2
122











n

na

2
2

1
2  nna
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